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投票所別の投票状況
投 票 所 有権者数 投票者数 投票率

１ 真崎コミュニティセンター 1,900人 1,265人 66.58％

２ 村松コミュニティセンター 1,800人 1,282人 71.22％

３ 中丸コミュニティセンター 2,122人 1,498人 70.59％

４ 舟石川保育所 2,413人 1,465人 60.71％

５ 外宿２区集会所 1,471人 985人 66.96％

６ 石神コミュニティセンター 2,167人 1,423人 65.67％

７ 亀下集会所 1,004人 705人 70.22％

８ 白方コミュニティセンター 2,909人 1,945人 66.86％

９ 村松幼稚園 1,954人 1,316人 67.35％

10 東海村合同庁舎 3,083人 1,851人 60.04％

11 中央公民館 1,619人 1,177人 72.70％

12 舟石川コミュニティセンター 2,269人 1,479人 65.18％

13 南台集会所 1,948人 1,330人 68.28％

14 営農生活改善センター 1,185人 742人 62.62％

期日前投票所 － 2,972人 －

計 27,844人 21,435人 76.98％

過去の村長選挙
の投票率

年　次 投票率

昭和44年 86.64％

昭和48年 90.66％

昭和52年 87.10％

昭和56年 87.15％

平成９年 57.40％

今回 76.98％

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
海
村
長
選
挙

は
、
９
月
６
日
告
示
、
９
月
11
日
に
投

票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
村

上
達
也
氏
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

８
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
の
選
挙
に

は
、尾
形
孝
氏（
65
歳　

村
松
）＝
医
師
、

村
上
達
也
氏（
62
歳　

石
神
内
宿
）＝
現

職
、
高
野
秀
機
氏（
62
歳　

須
和
間
）＝

元
日
本
原
子
力
研
究
所
研
究
員
の
３
人

が
立
候
補
し
、
５
日
間
に
わ
た
っ
て
選

挙
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
９
月
11
日
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
、
村
内
14
か
所
の
投
票

所
で
行
わ
れ
、
同
日
午
後
９
時
か
ら

は
、
総
合
体
育
館
で
開
票
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
開
票
の
結
果
、
村
上
氏
が

９
８
６
０
票
を
獲
得
し
、
３
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

村
上
氏
は
、
平
成
９
年
９
月
の
村
長

選
挙
で
初
当
選
、
平
成
13
年
９
月
に
は

無
投
票
に
よ
り
再
選
し
、
今
回
で
３
期

目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
２
万
７
８
４
４

人（
男
性
…
１
万
３
９
７
６
人
、
女
性

…
１
万
３
８
６
８
人
）。
と
て
も
身
近

な
選
挙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
投
票

率
が
期
待
さ
れ
て
い
た
今
回
の
村
長
選

挙
。
午
後
か
ら
降
り
出
し
た
雨
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
投
票
者
数
は

２
万
１
４
３
５
人（
男
性
…
１
万
６
４
３

人
、
女
性
…
１
万
７
９
２
人
）、
最
終

投
票
率
は
、
76
・
98
％（
男
性
…
76
・

15
％
、
女
性
…
77
・
82
％
）で
、
過
去
最

低
だ
っ
た
前
回（
平
成
９
年
９
月
）よ
り

約
20
ポ
イ
ン
ト
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
日
執
行
さ
れ
た
茨
城
県
知

事
選
挙
に
は
、
現
職
の
橋
本
昌
氏
と
、

新
人
の
間
宮
孝
子
氏
の
２
人
が
立
候

補
し
て
い
ま
し
た
が
、
橋
本
氏
が
総
数

１
０
８
万
票
余
り
を
獲
得
し
て
、
４
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　任期満了に伴う村長選挙で、9,860票を

獲得し３期目の当選を果たした村上達也

村長（62歳）が9月21日に初登庁しました。
東
海
村
長
選
挙

村
上
達
也　
現
村
長
が 

３
選

Report

76.98％
投票率

村上達也

高野秀機

尾形　孝

氏

氏

氏

9,860

9,299

1,888

票

票

票

（得票順）

村長選挙の開票結果村長選挙の開票結果
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「
戦
い
す
ん
で
日
が
暮
れ
て
」と
申

し
ま
す
が
、
去
る
９
月
21
日
初
登
庁

し
、
３
期
目
の
村
政
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
１
期
２
期
を
通
じ
て

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
就
任
に
際
し
、
ま
ず
は
村
民
の

皆
さ
ま
の
一
致
融
和
、
力
の
結
集
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
２
期
目
の
村
政
運
営
の
基
本

を
開
発
優
先
で
は
な
く「
人
・
環
境

優
先
の
村
政
」と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
路
線
は
３
期
目
も
続
け
、
さ
ら

に
精
度
を
上
げ
前
進
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す
。
福
祉（
医
療
・
保
健
）、
教
育
、
環

境
、
農
業
を
行
政
の
４
本
柱
と
す
る
行

政
運
営
、
す
な
わ
ち
村
民
の
生
活
を
直

接
支
援
す
る
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す（「
生
活
者
起
点
」）。
こ
の
４
本
柱

の
考
え
は
、
行
政
の
中
に
は
勿も

ち

論ろ
ん

、
村

民
の
中
に
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
、現
在
、

村
民
と
役
場
職
員
の
協
働
で
策
定
中
の

総
合
計
画「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」

後
期
計
画（
平
成
18
〜
22
年
）推
進
の
中

で
全
面
的
に
花
を
開
か
せ
ま
す
。

　

村
政
運
営
の
基
本
第
２
は
、
行
政
の

透
明
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な
村
政

を
維
持
し
、
村
民
が
村
政
に
発
言
・
参

加
で
き
る
環
境
を
整
え
、「
住
民
が
主

人
公
」「
住
民
本
位
」
の
村
政
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
す（「
住
民
起
点
」）。
国
や

県
に
頼
っ
て
い
れ
ば
よ
し
と
す
る
時
代

は
終
わ
り
、
今
や
地
方
分
権
の
時
代
、

各お
の

々

の
自
治
能
力
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
治
能
力
の
源
泉
は
個
々

の
住
民

の
力
、
そ
の
総
和
で
あ
り
、
こ
の
パ
ワ

ー
を
引
き
出
す
の
が「
住
民
参
加
」「
住

民
参
画
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
東
海
村

で
は
他
の
自
治
体
に
先
ん
じ
、
小
学
校

区
自
治
会
や
小
学
校
区
社
会
福
祉
協
議

会
創
設
の
検
討
等
、
新
し
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
役

場
職
員
も
村
民
や
地
域
の
目
線
で
考
え

る
姿
勢
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
先

へ
進
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

　

第
３
は
、
東
海
村
存
立
の
基
礎
を

成
し
て
い
る「
原
子
力
」と
の
関
係
で
す

が
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
本
社

の
設
置
、
そ
し
て
、
大
強
度
陽
子
加
速

器（
Ｊ

－

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）稼
働
に
よ
っ
て
東

海
村
の
地
位
が
高
ま
る
と
と
も
に
様
相

が
一
変
し
、
世
界
的
な
学
術
研
究
都
市

と
し
て
の
総
合
的
な〝
原
子
力
の
ま

ち
〞
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
に
は
単
に「
原
子
力
」機
関
に
依

存
す
る
の
で
は
な
く
、
村
と
村
民
側

か
ら
の
主
体
的
な
働
き
か
け
が
必
要

で
す
。
私
は
、
東
海
村
の
将
来
を
展

望
し「
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
構

想
」
を
掲
げ
、
そ
の
先
頭
に
立
ち
実

現
し
よ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
括
し
ま
し
て
、
少
子
高
齢
社

会
、
低
成
長
経
済
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
大
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
舵

取
り
が
大
変
難
し
い
時
期
で
あ
り
ま

す
が
、
東
海
村
の
持
っ
て
い
る
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
21
世
紀

の
中
で
東
海
村
が
さ
ら
に
輝
け
る
よ

う
、
そ
の
基
盤
を
村
民
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
負
う
べ
き
こ
と
を
村
民
か
ら

負
い
、
成
す
べ
き
こ
と
を
村
民
の
中

に
成
す
」
を
、
私
の
村
政
に
携
わ
る

信
念
と
し
て
い
ま
す
。
３
期
目
も
こ

の
信
念
に
基
づ
き
村
政
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
引
き
続

き
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

東
海
村
長 

村
上　

達
也

３
期
目
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

３
期
目
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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新しい村立東海病院

問合 せ　新病院建設準備室（☎287-0899　電子メールsinbyouin@vill.tokai.ibaraki.jp）

種　　類 内　　容

初期救急医療・
一次救急医療

休日や夜間における外来診療（入院の必要がない）で済む救急患者に対応するもので
す。意識もあり、比較的落ち着いている軽症患者に対応するもので、最も地域に密着
した医療です。在宅当番医制などがこれに当たります。

二次救急医療
入院治療を必要とする重症患者に対応するものです。県内を９つの地区に分割した区
域を二次医療圏と呼び、その圏内ごとに、“病院群輪番制”による24時間体制など、受
け入れ態勢の整っている地域もありますが、地域ごとに違いがあります。

三次救急医療

重症および複数の診療科領域にわたる、すべての重篤な“生死にかかわる”救急患者に
対して、24時間体制で高度な救急医療に対応するもので、救命救急センターとも呼ば
れています。県内では、水戸医療センター・土浦協同病院・筑波メディカルセンター
病院・茨城西南医療センター病院の４施設で実施しています。

　新しい村立東海病院では、救急医療への取り組みを積極的に行っていきます。

　一口に救急医療といっても、いくつかの段階に分かれています。症状に応じて、「初期救急医療・

一次救急医療」「二次救急医療」「三次救急医療」の３つに大別されます。

救急医療？　それは…。

◆新しい村立東海病院では、「初期救急医療」の充実に努めていきますが、「二次救

急医療」も視野に入れ、態勢を整えていきます。また、必ずしも救急車で来院す

る患者さんばかりではなく、患者さんが自分で来院する「直接外来」というもの

もあり、これにも積極的に対応していきます。

◆「意識がはっきりしているから…」「歩けるから…」「微熱程度だから…」といって、

「大丈夫！」と自己判断せず、医療機関で受診することが大切です。かかりつけの

医者がいないため、どこにかかったらよいか分からない場合には、救急医療情報

コントロールシステム（☎241-4199）へ連絡すると、受診できる医療機関を紹介し

てもらえます。

　医師は、日々、患者さまとのふれあいを感じながら診療しています。今回は、検

査や治療についてお話したいと思います。

■検査や治療は、病状の変化や病気の時期を考えて行います
　先日、「湿布で３か月間治療したが、肩が良くならない！」と訴える患者さまが来

院しました。肩の動きが悪く、髪をとかすことや腰に手を回すことができません。

初めは痛いながらも肩の動きは良かったようで、医師には、「湿布をして安静にすれ

ば治る」と言われたようです。１回のみ通院し、その後は自分で薬局から湿布を買い、せっせと張っ

ていたようです。これは、肩の拘
こう

縮
しゅく

（肩関節が固まること）が起こり、必要以上の安静が原因である

と思われます。冷却と安静は初期の治療で、次の段階の治療を行っていないのです。医師は、次の

段階の治療を行おうとしていましたが、患者さまは通院しなくなってしまったのです。

　レントゲンや血液検査も同じです。初めの検査は、費用と病気の可能性から考えて行います。時々、

「全部検査してください！」と言う人がいますが、レントゲンの被爆や検査費用などを考慮して、必

要な検査のみを行います。必要以上の検査は健康保険では認められず、自費で高額の医療費を払う

ことになる場合もあります。初めの検査で病気が分からないときや検査を追加したいときは、病気

の確認のために次の段階の検査を行います。病院を転々として検査している人は、初期の段階の検

査のみで終わっており、さらに詳しい検査を行っていない可能性があります。

　医師に相談しながら、病状や病気の時期に合った段階的な検査や治療をしないと、満足のいく医

療が受けられないことがあります。

東海病院整形外科医師　大場　義幸病院への上手なかかり方（その３）
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こんなときは届け出を
　次に該当したときは、福祉部保健年金課医療

福祉係で手続きをしてください。

▼加入している健康保険証が変わったとき

▼転出・転入のとき、村内で住所が変わった

　とき

問 合 せ
　福祉部保健年金課医療福祉係（☎282-1711　

内線1134）

老人保健制度とは
　75歳（一定の障がいのある方は65歳）以上の

方は、｢老人保健制度｣で医療を受けるように

なります（昭和７年９月30日以前に生まれた方

は、経過措置として引き続き老人保健の対象と

なります）。

　この制度は、高齢者が医師にかかるときの負

担を軽くし、安心して医療を受けられるように

するもので、国民健康保険、職場の健康保険な

どの医療保険の加入者やその被扶養者すべてに

適用されます。ただし、老人保健の対象となっ

ても今までの医療保険から抜けるというもので

はありませんので、保険税（料）は今までどおり

納めることになります。

老人医療費を大切に使うために
　近年の高齢化に伴い、医療費全体に占める老

人医療費の割合が年々高くなっています。

　老人保健制度は、国民が協力し合って費用を

負担しています。大切な医療費を無駄遣いしな

いように、日ごろから健康づくりや上手な受診

を心掛けましょう。

●医療費を大切に使うためのポイント

①重複受診はせず、かかりつけの医師を持ち

ましょう。

　②時間外、休日受診はなるべく避けましょう。

③薬をむやみに欲しがらず、医師の指示に

従って適切な用量・用法で服用しましょう。

④定期的に健康診断を受け、病気の早期発

見・早期治療を心掛けましょう。

交通事故に遭ったときは
　第三者行為によりけがをした場合、届け出に

より老人保健で治療を受けることができます。

ただし、その医療費は、原則として加害者が全

額負担すべきものですので、後日、加害者に請

求することになります。

●届け出の方法

　警察に届け出て「交通事故証明書」を受け取

り、健康保険証、老人受給者証、印鑑を持参

の上、福祉部保健年金課医療福祉係（役場行

政棟１階２番窓口）で手続きをしてください。

●示談の前にご相談を

　届け出の前に、示談を済ませたりすると、

老人保健を使えなくなることがあります。示

談の前に必ずご相談ください。

東海村の老人保健受給者数と人口に対する割合

受給者数 割合

平成12年度 3,053人 8.93％

平成13年度 3,172人 9.21％

平成14年度 3,245人 9.34％

平成15年度 3,184人 9.10％

平成16年度 3,054人 8.66％

東海村の老人医療費の動向

※平成12年度の減少は、老人医療費の対象となっ
ていた一部が介護保険制度に移行したためです。
※平成14年度の減少は、老人給付者の年齢が70歳
から75歳に引き上げられたためです。

15億 20億

一人当たりの老人医療費の動向

※平成12年度の減少は、老人医療費の対象となっ
ていた一部が介護保険制度に移行したためです。
※平成14年度の減少は、老人給付者の年齢が70歳
から75歳に引き上げられたためです。

60万 65万

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

18億3,900万円

19億7,300万円

19億4,300万円

19億9,600万円

20億2,900万円

60万2,282円

62万2,115円

59万8,634円

62万6,837円

66万4,408円

老人医療費を大切に使いましょう！
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アイダホフォールズ市
ホームステイ体験記

　７月27日から８月９日まで、姉妹都市交流事業の一環として、交換学生15人と

引率者３人が東海村の姉妹都市・アメリカ合衆国アイダホフォールズ市を訪問し、

親交を深めるとともに、異文化を体験してきました。

　今月号では、訪問団を代表して、２人のホームステイ体験記を紹介します。

◆問 合 せ　企画総務部自治推進課ハーモニー・交流係（☎282-1711　内線1343）

6 ●6 ●6 ●6 ●

学生訪問団の日程

７月27日

14：00東海村役場出発
19：10成田空港出発

―――― 日付変更線通過 ――――
12：45ロサンゼルス空港到着
17：46ソルトレークシティー空港到着（乗り継ぎ）
19：36アイダホフォールズ空港到着（ホストファミリーと対面）

７月28日

10：00市長表敬訪問、アイダホフォールズ博物館見学
12：00 Sportsman Parkへ
17：00 Highland Parkへ
19：15 McDermott Fieldで野球観戦

７月29日８：00 Island Park & Yellow Stoneへ　※ワイオミング州
７月30日終　日Yellow Stone国立公園へ　※ワイオミング州
７月31日８：00 West Yellowstoneでラフティング

８月１日
12：30 Hillcrest高校訪問
17：00 Couch宅にてバーベキュー

８月２日
10：00 Melaleuca見学
12：00 Family Day（ホストファミリーと過ごす）

８月３日終　日Lagoon Themeparkへ　※ユタ州

８月４日
７：45 Craters of  the Moon散策、EBR１（INL）見学
19：00ロデオ観賞

８月５日終　日A OK Corralで乗馬　※ワイオミング州
８月６日終　日Family Day（ホストファミリーと過ごす）

８月７日
７：30アイダホフォールズ空港出発
８：15ソルトレークシティー空港到着（乗り継ぎ）
11：08ロサンゼルス空港到着（市内観光後、ホテル宿泊）

８月８日
13：50ロサンゼルス空港出発

―――― 日付変更線通過 ――――

８月９日
16：33成田空港到着
20：30東海村役場到着

アイダホフォールズ市から訪問団が
やってきます！

　11月３日（木）から11日（金）までの９

日間、アイダホフォールズ市から、16

人の一般訪問団が東海村を訪問します。

日程・行事等詳細については、10月25

日号をご覧ください。

★
アイダホフォールズ市
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東海中学校２年
小池　洋樹

私のアイダホ体験記
　

飛
行
機
を
２
度
乗
り
継
ぎ
、
半
日
近

く
か
け
て
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
に

着
い
た
の
は
、夜
の
８
時
近
く
で
し
た
。

し
か
し
８
時
と
は
い
え
、
外
は
と
て
も

明
る
く
、
夕
日
が
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
で

し
た
。
空
港
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々

が
、
名
前
を
書
い

た
大
き
な
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
、
私
た
ち

を
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ハ
ー
カ
ー

一
家
は
、
お
父
さ
ん
の
ビ
ル
、
お
母
さ

ん
の
バ
レ
リ
ー
、
そ
し
て
ビ
リ
ー
、
エ

イ
ミ
ー
、
ア
ラ
ン
の
３
人
兄
妹
で
す
。

市
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
山
の

近
く
に
住
ん
で
い
て
、
見
渡
す
限
り
緑

一
色
と
い
う
気
持
ち
の
良
い
と
こ
ろ
で

し
た
。
ハ
ー
カ
ー
一
家
と
過
ご
し
て
驚

い
た
こ
と
は
、
み
ん
な
あ
ま
り
テ
レ
ビ

が
好
き
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

を
見
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
そ
の
代
わ
り
に
、
家
族
全
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
間
が
増

え
、
私
が
打
ち
解
け
る
に
も
、
そ
う
時

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、

年
が
近
か
っ
た
せ
い
か
、
ア
ラ
ン
と
は

す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
ア
ラ

ン
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。
ア
ラ
ン

は
ド
ラ
ム
が
得
意
で
、
家
に
い
る
と
き

に
は
、
よ
く
２
人
で
ド
ラ
ム
を
た
た
い

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
海
外
に
来
た
の
は
今
回
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
が
驚
き
の
連

続
で
し
た
。
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
国
立
公

園
で
は
、
車
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
ほ

ん
の
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
野

生
動
物
が
い
た
り
、ロ
デ
オ
観
賞
で
は
、

司
会
者
が
私
た
ち
訪
問
団
の
こ
と
を
ス

タ
ジ
ア
ム
の
観
客
に
紹
介
し
て
く
れ
た

だ
け
で
な
く
、「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」と
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
た
り
と
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
経
験
し
た
こ
と
す
べ

て
が
良
い
思
い
出
で
す
が
、
一
番
の
思

い
出
は
、
疲
れ
た
顔
ひ
と
つ
せ
ず
に
接

し
て
く
れ
た
ハ
ー
カ
ー
一
家
の
笑
顔
で

す
。
不
安
の
多
い
滞
在
中
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
あ
の
笑
顔
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
、
そ

し
て
関
係
者
の
方
々

、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

I LOVE IDAHO

東海中学校３年
佐竹　わらび

　

ア
メ
リ
カ
に
行
く
日
が
決
ま
っ
て
か

ら
、
私
は
こ
の
２
週
間
が
楽
し
み
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
外
国
に
は
何

度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
家

族
と
離
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の

は
未
体
験
。
し
か
し
、
メ
ー
ル
で
ミ
カ

エ
ラ
や
マ
イ
カ
と
た
く
さ
ん
話
を
し
て

い
た
の
で
、
き
ち
ん
と
言
葉
が
通
じ
る

か
と
い
う
不
安
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ど
ん
な
体
験
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と

い
う
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

実
際
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
み
て
、

ま
ず
感
動
し
た
の
が
、「
な
ん
て
広
い

ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校

の
授
業
で
、「
ア
メ
リ
カ
の
面
積
は
日

本
の
25
倍
で
す
」
と
言
わ
れ
て
も
、
全

く
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
目
の
前
に
広
が
る
広
大
な
土
地
に

言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
数
々

の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン

国
立
公
園
で
野
生
動
物
を
見
た
り
、
激

流
を
ボ
ー
ト
で
下
っ
た
り
、
獣
道
を
乗

馬
し
た
り
、ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
グ
ー
ン（
遊

園
地
）
で
絶
叫
マ
シ
ン
を
完
全
制
覇
し

た
り
…
。
中
で
も
一
番
の
思
い
出
は
、

丘
を
四
輪
バ
ギ
ー
で
駆
け
巡
っ
た
こ
と

で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
座
席

に
ま
た
が
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
風

を
切
る
。
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
し
た
こ

と
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
新

鮮
な
体
験
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
も
、
と
て

も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ

を
丸
か
じ
り
し
な
が
ら
車
を
運
転
す
る

豪
快
な
お
母
さ
ん
、
同
い
年
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
大
人
っ
ぽ
い
ミ
カ
エ
ラ
、
ダ

ン
ス
が
上
手
で
、
側
転
か
ら
バ
ッ
ク
転

（
後
方
転
回
）が
で
き
る
マ
イ
カ
、
働
き

者
の
お
父
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
こ
ん
な
素
敵
な
家
族
と

会
え
て
、私
は
幸
せ
者
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
週
間
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
、「
も
っ
と
ア
メ
リ

カ
の
こ
と
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み

ん
な
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
そ
ん
な
気

持
ち
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
再
来
年
も

ま
た
、
こ
の
交
換
学
生
訪
問
団
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

中央が佐竹さん
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●知識と経験が尊い命を救います 
９月10日、東海村国際交流協会と消防署との共催による

「外国人のための普通救命講習会」が消防署で行われまし

た。これは、外国人を対象にした初めての講習会で、応急

手当の方法を学んでもらうことを目的としたもの。参加者

たちは、119番通報の練習や心肺蘇
そ

生
せい

法、心臓が止まって

しまった人に電気ショックを与えて細動を取り除く（除細

動）医療機器「自動体外式除細動器」（ＡＥＤ）の使用方法を

受講。「倒れている人を見つけたら、今日の講習を生かし

て助けたい」と、参加者の１人は力強く話してくれました。

●いざというときのための地域ぐるみの防災訓練
９月３日、「村松学区自主防災訓練」が真崎コミュニティセ

ンターで実施されました。これは、村松学区（真崎区、舟

石川３区、荒谷台区、滝坂区）内で、いつでも地震災害に

対応できるよう、“向こう三軒両隣”の助け合い精神を安

心・安全の街づくりの原点とし、地域住民一人一人の防災

意識の高揚を目的に、村内で初めて行われたもの。参加し

た228人は、バケツリレーや消火器を使った消火訓練などを

行ったほか、三角巾を使った応急手当や心肺蘇
そ

生
せい

法を学ぶこ

とで、地域防災の大切さを改めて認識していたようでした。
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●心温まる音色に包まれて

●ドライバーの皆さん優しい気持ちになって！

８月26日、図書館開館20周年記念行事の一環として「ライ

アーミニコンサートと人形劇」が図書館で行われました。

これは、子どもたちに図書館に親しみを持ってもらうこと

を目的に、「つくばライアーの響き」（芝山恭子団長、団員

数50人）を招いて行われたもの。古代ギリシャのたて琴を

原型とする楽器「ライアー」による「きらきら星」などの演奏

や、人形劇「大きなかぶ」の上演に、子どもたちは大喜び。

歌を口ずさんだり、「うんとこしょ！　どっこいしょ！」と声を

掛けるなど、思い思いに楽しいひとときを過ごしたようです。

８月23日、「みちづくり塾（塾生24人）」による「お絵かき大

作戦」が船場集会所で行われました。これは、子どもたちと

その保護者などに製作してもらった看板を“おもいやりの道

（舟石川学区内）”に設置し、交通マナーの向上を啓発しよう

うとしたもの。110人の参加者は、ゆっくり走る動物をイ

メージして描いたカメやゾウなどに、思い思いに着色。「“お

もいやりの道”の近くに幼稚園があるのを知ってるよ。看

板を見たドライバーが優しい気持ちになってくれればいい

な」と舛井英明くん（舟石川小学校６年）は話してくれました。

●科学の世界に魅了されキラリと光る小さな瞳
８月19日、「第４回科学の祭典・東海村子ども科学広場」

が中央公民館で開催されました。これは、東海村発足50

周年記念事業の一環として行われたもので、子どもたちに

科学の面白さを知ってもらうことを目的としたもの。家庭

用の交流電流を利用して「電気パン」を焼き上げたり、温度

によって変色する絵の具で絵を描いた容器を温めたり冷や

したりして熱の伝わり方を観察するなど、さまざまな実験

や工作に興味津々の子どもたち。「楽しい」との声が聞こえる

など、子どもたちは科学の世界にすっかり魅了されたようです。
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【
俳　

句
】

朝
顔
の
一
輪
毎
の
風
の
色　
　

白　

方　

柴
田　

一
声

思
い
出
を
独
り
た
ど
れ
ば
秋
の
風

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

露
天
ぶ
ろ
肌
が
知
り
け
り
秋
の
夜

 
村　

松　

川
﨑　

常
義

霧
深
く
手
折
る
の
も
惜
し
女
郎
花

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

土
手
駆
け
る
お
さ
な
日
思
う
赤
と
ん
ぼ　

 

外　

宿　

西
山　

純
一

南
風
木
の
葉
揺
ら
ぎ
て
我
散
歩　

豊
岡　

中
島
エ
ミ
子

幼
虫
の
目
の
か
が
や
け
り
蝉
の
穴

 

村　

松　

松
本　

正
勝

蝶
連
れ
て
秋
迎
え
行
く
散
歩
哉　

白
方　

根
本　

怜
子

ミ
ン
ミ
ン
の
声
の
嗄
れ
る
晩
夏
か
な

 

白　

方　

根
本　
　

武

天
女
舞
い
天
女
踊
れ
る
中
宮
寺 

村
松　

正
木　

幹
夫

風
鈴
の
音
色
お
ぼ
ろ
な
夢
の
な
か

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　
　

【
短　

歌
】

隣
人
の
丹
精
こ
め
た
る
青
田
に
て
出
穂
の
真
近
に
秋
の

風
立
つ 

外　

宿　

小
林
美
代
子

み
ど
り
児
の
無
垢
な
る
瞳
美
し
く
大
人
の
わ
れ
の
心
見

抜
か
ん 

村　

松　

高
橋　

正
弘

虫
つ
き
て
い
ち
早
く
落
つ
る
柿
の
実
を
朝
々

拾
ひ
山
羊

の
餌
に
す
る 

船　

場　

吉
沼　

良
子

　

ち
ょ
こ
ん
と
私
の
ひ
ざ
に
座
っ
て
く
る
、
あ
ど

け
な
い
し
ぐ
さ
の
小
学
１
年
生
。「
力
比
べ
を
し

よ
う
！
」
と
本
気
に
な
っ
て
勝
負
を
挑
ん
で
く
る

小
学
６
年
生
。
石
神
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
そ
ん
な
子
ど
も
ら
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
小
学
１

年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、
59
人
で
日
々

の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

「
伸
び
伸
び
と
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
を
や
ら
せ
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
に
か

か
わ
り
始
め
、あ
っ
と
い
う
間
に
15
年
。
週
末
は
、

い
つ
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
に

当
た
っ
て
、
私
は
、
身
体
的
成
長
に
著
し
く
個
人

差
が
現
れ
る
小
学
生
の
年
代
で
は
、
と
に
か
く
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
調
性
や
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
一
人
で
は

で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
な
だ
け
に
、
人
と
し
て
の
成

長
も
プ
レ
ー
に
大
き
く
関
与
し
て
き
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
相
手
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
汚
い
プ

レ
ー
や
危
険
な
プ
レ
ー
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
肌
で
感
じ
取
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
元
を
巣
立

っ
た
後
の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
さ
ら
に

は
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
各
自
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、「
好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ
る
」「
好
き
だ
か
ら

と
こ
と
ん
追
求
で
き
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
頑

張
る
こ
と
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　

今
で
も
、
卒
団
生
が
練
習
に
顔
を
出
し
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
一
緒
に
昔
を
振
り
返
る
こ
と
が

度
々

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
数
年
前
に
指
導
し
た

こ
と
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
プ
ロ
の
サ

ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
も
数
人
い

ま
す
が
、
得
点
し
た
喜
び
を
電
話
で
連
絡
し
て
き

た
り
、
私
が
彼
ら
の
試
合
の
応
援
に
駆
け
つ
け
た

り
と
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
交
流
は
長
く
続
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
誇
り
や
喜
び
で
あ
り
、
指

導
者
を
続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
自
分
の
好
き
に
な
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
石
神
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員

の
み
ん
な
に
も
、
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
も
ら
え
た

ら
最
高
で
す
。

ＰＡＲＴ . ６７

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

石神サッカースポーツ少年団にかかわって
 　　　石神サッカースポーツ少年団代表

石神内宿　佐
さ

藤
とう

　孝
たか

雄
お
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エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

今
回
で
３
回
目
の
参
加
と
な
っ
た「
友
情
の

船
」。
私
が
小
学
生
の
と
き
に
は
、
何
も
考
え
ず
、

気
楽
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ひ
と

味
も
ふ
た
味
も
違
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
学

生
リ
ー
ダ
ー
と
小
学
生
を
ま
と
め
る
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
ら
で

す
。
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
と
き
は
、
自
分

自
身
と
て
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
か
ら
に
は
、
自
分
の

力
を
精
い
っ
ぱ
い
出
し
切
っ
て
、
最
高
の
旅
に
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、「
友
情
の
船
」を
最
高
の
旅
に
す

る
た
め
に
、
３
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
ま
ず

１
つ
目
は
、
遊
ぶ
と
き
に
は
遊
ん
で
、
や
る
と
き

に
は
や
る
と
い
う
よ
う
に
、「
け
じ
め
を
つ
け
る
」

こ
と
。
２
つ
目
は
、
小
学
生
も
中
学
生
リ
ー
ダ
ー

も
関
係
な
く
、「
友
達
と
仲
良
く
す
る
」こ
と
。
３

つ
目
は
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
で
旅
を
す
る
の
だ
か

ら
、み
ん
な
の
心
の
中
に
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い「
最

高
の
思
い
出
を
つ
く
る
」こ
と
で
す
。

　

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
終
え
た
今
、
こ
の

旅
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
自
分
な
り
に
は
、「
友

達
と
仲
良
く
す
る
」「
最
高
の
思
い
出
を
つ
く
る
」

と
い
う
２
つ
の
目
標
は
、
あ
る
程
度
達
成
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
け

じ
め
を
つ
け
る
」と
い
う
目
標
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

完
全
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
の
目

標
は
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
、
達
成
で
き
る

ま
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
４
回
の
事
前
研
修
と
５
泊
６
日
の
旅
を

通
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々

や
た
く
さ
ん
の

友
達
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
に

は
み
ん
な
で
笑
っ
た
り
、
考
え
た
り
、
泣
い
た
り

も
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
で
学

ん
だ
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
旅
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
参
加
し

た
人
だ
け
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ「
友
情
の
船
」に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
大
切
な

思
い
出
を
心
の
中
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

教
え
子
の
さ
し
芽
の
サ
ボ
テ
ン
伸
び
な
が
ら
葉
数
も
ふ

え
て
鉢
に
輝
く 

船　

場　

中
井
川
し
げ

き
の
う
ま
で
家
路
を
急
ぎ
し
旅
人
が
け
ふ
は
あ
の
世
の

み
ち
を
ゆ
く
な
り 

船　

場　

村
上
よ
り
子

三
十
度
続
き
し
庭
に
赤
ら
み
し
ト
マ
ト
を
朝
の
テ
ー
ブ

ル
に
置
く 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

暑
さ
な
ほ
去
ら
ず
暮
れ
ゆ
く
庭
隅
の
繁
み
の
な
か
に
こ

ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く 

村　

松　

桜
井　

秀
子

東
海
の
花
火
の
夜
空
晴
れ
て
お
り
間
近
に
体
に
ひ
び
き

つ
つ
見
る 
船　

場　

舛
井
庫
之
助

台
風
の
去
り
た
る
あ
と
の
夜
の
庭
虫
の
鳴
く
声
し
ば
し

聞
き
お
り 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

打
ち
水
に
涼
求
む
ら
し
揚
羽
蝶
し
ば
し
残
暑
の
庭
を
飛

び
お
り 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

産
土
の
曲
家
い
で
て
半
世
紀
二
本
杖
も
ち
山
河
に
た
て

り 

内　

宿　

村
上　

文
江

「
好
き
だ
よ
と
」一
言
云
へ
ず
征
き
し
わ
れ
あ
の
娘
何
処

に
老
い
て
生
き
い
む 

南　

台　

根
本
内
俊
男

朝
露
に
濡
れ
し
花
ら
の
生
き
生
き
と
コ
ミ
セ
ン
の
庭
賑

や
か
に
咲
く 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

家
ち
か
き
古
墳
八
基
の
講
話
け
ふ
聞
き
た
る
妻
よ
賢
く

な
り
し
か 

村　

松　

塙　
　

千
里

お
り
お
り
に
言
葉
や
さ
し
く
寡
婦
わ
れ
に
勇
気
く
れ
た

る
耳
し
い
の
友 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

ゆ
び
に
目
を
も
ち
い
る
如
く
盲
た
る
人
手
ぎ
わ
良
く
家

事
を
こ
な
せ
り 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

や
あ
や
あ
と
最
前
列
の
友
達
は
何
く
わ
ぬ
顔
し
て

八
十
八
歳 

舟
石
川　

渡
辺　

敏
博

暑
か
り
し
夏
も
終
り
て
木
犀
の
香
り
漂
ふ
月
照
る
庭

に 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

第16回友情の船中学生チーフリーダーとして
 　　　　　　東海南中学校２年

村松　田
た

中
なか

　ちひろ

中央が今月のエッセイスト
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■開館時間 午前10時～午後７時　

※各展示の最終日は、午後３時まで

となります。

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

創造美術会茨城支部展
10月23日（日）～10月29日（土）

テラコッタの温もりで～小宅淑子展
11月６日（日）～11月19日（土）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種（
３
歳

〜
15
歳
）費
助
成
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
３
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
方
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対　
　

象 

村
内
在
住
の
３
歳（
平
成
17
年
10

月
１
日
現
在
）
か
ら
15
歳（
中
学
３
年
生
）
ま
で

の
方

■
接
種
期
間 

10
月
17
日（
月
）
か
ら
12
月
22
日

(

木)

ま
で

■
接
種
回
数 

２
回（
１
〜
４
週
間
隔
）

■
費　
　

用 

本
人
負
担
額
１
０
０
０
円
／
回

■
指
定
医
療
機
関 

尾
形
医
院
、
清
野
医
院
、

武
藤
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
東
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

茨
城
東
病
院
、
石
井
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

い
ば
ら
き
診
療
所
と
う
か
い（
小
学
生
以
上
の

方
）、
植
村
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
小
学
生
以

上
の
方
）、
東
海
ク
リ
ニ
ッ
ク（
中
学
生
の
方

の
み
）、
東
海
病
院

■
そ

の

他 

全
額
助
成
の
対
象
と
な
る
65
歳
以

上
の
方
に
は
、受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳（
１

級
程
度
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
合
せ 

10
月
11
日（
火
）か
ら
11

月
11
日（
金
）
ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
２
７
９
７
）へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　今年度、東京都美術館にて開催された「創造

展」に出品した大作を中心に、小品と合わせて

約 30 点を発表します。会員は各自、日ごとに

テーマを追求して作品づくりに励んでおります

ので、どうぞご覧ください。

　

那
珂
市
在
住
の
彫
刻
家
で
、〝
線

で
描
く
子
ど
も
絵
画
展
〞
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
も
あ
る
小
宅
淑
子
さ
ん
の

個
展
。
素
焼
き
の
土
を
素
材
と
し
た

テ
ラ
コ
ッ
タ
彫
刻
約
20
点
の
展
示
で

す
。
素
材
の
温ぬ

く

も
り
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大 金 徳 之 絵 画 展
10月30日（日）～11月５日（土）

　抽象絵画を20点ほど展示します。制作の動

機は、「休憩でミカンを食べ、その皮を見つ

めていると…」という些
さ

細
さい

なことからでした。

絵画が輝きの対象になればと思い描きまし

た。そのようなものが伝われば幸いです。
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「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜

　　　　日を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手

　　　　遊びなどを行います。

休館日
10月10日（月）・11日 （火）

　　17日（月）・24日（月）

 　　28日（金）・31日（月）

11月３日（木）・７日（月）

国
民
年
金

だ 

よ 

り

国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
の
ご
案
内

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
や

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
被
保
険
者
お

よ
び
家
族
の
年
金
の
権
利
を
守
る
た
め
、
電
話
や
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

　

厳
正
な
個
人
情
報
の
保
護
を
図
り
な
が
ら
、「
社
会

保
険
事
務
所
の
職
員
」や「
社
会
保
険
事
務
所
の
委
託
を

受
け
た
会
社
」
が
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
直
接
電
話
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
最

近
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
な
ど
を
装
い
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
被
保
険
者
が
不
在
と
な
る

昼
間
の
時
間
帯
を
狙
っ
て
、家
族
か
ら
勤
務
先
の
名
称
、

所
在
地
、
電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
内

容
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
不
審
な
照
会
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
場
で
即
答
せ
ず
、
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内

　

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た「
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
」
が
直
接
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
国
民
年
金
制
度
の
ご

案
内
、保
険
料
の
納
付
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夜
間
・

休
日
に
も
訪
問
な
ど
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
読
書

週
間
で
す
。
今
年
の
標
語
は「
本
を

読
ん
で
る
君
が
好
き
」で
す
。
本
と

の
出
会
い
で
、
楽
し
く
豊
か
な
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

第
10
回
古
本
市
の
お
知
ら
せ

　

読
書
週
間
に
ち
な
み
、
第
10
回
古
本
市
を
開
催
し
ま

す
。
図
書
館
で
除
籍
し
た
本
や
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
本
を
お
分
け
し
ま
す
。
お
持
ち
帰
り
用
の

袋
等
を
ご
持
参
の
上
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動
を
行
い
、
集
ま
っ
た
収

益
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
す
。

●
１
日
目　

▼
日
時
…
10
月
30
日（
日
）　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

▼
場
所
…
図
書
館
前
広
場（
雨
天
時
…

館
内
多
目
的
ル
ー
ム
）　

▼
冊
数
…
一
人
10
冊
ま
で

※
車
で
ご
来
場
の
方
は
、
図
書
館
南
側
ス
イ
ミ
ン
グ

プ
ラ
ザ
駐
車
場
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
２
日
目
以
降　

▼
日
時
…
11
月
１
日（
火
）か
ら
６
日

（
日
）ま
で
の
開
館
時
間
内（
休
館
日
を
除
く
）　

▼
場

所
…
館
内
多
目
的
ル
ー
ム　

▼
冊
数
…
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん

20
周
年
記
念
事
業「
図
書
館
講
座
」参
加
者
募
集

　

図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
本
に
関
す

る
身
近
で
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
は
各
講

座
30
人
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
30
日（
日
）

ま
で
に
、
図
書
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
本
の
修
理
講
座

▽
日　
　

時 

11
月
９
日（
水
）　

午
後
６
時
〜
７
時

30
分　

▽
場　
　

所 

館
内
多
目
的
ル
ー
ム

▽
講　
　

師 

熊
森
繁
さ
ん（
ナ
カ
バ
ヤ
シ
㈱
水
戸
営

業
所
所
長
）

●
本
の
装
備
と
配
架
講
座

▽
日　
　

時 

11
月
10
日（
木
）　

午
後
６
時
〜
７
時

30
分　

▽
場　
　

所 

館
内
多
目
的
ル
ー
ム

▽
講　
　

師 

図
書
館
職
員

●
読
み
聞
か
せ
講
座

▽
期　
　

日 

11
月
18
日（
金
）・
25
日（
金
）、
12
月
２

日（
金
）（
全
３
回
）　

▽
時　
　

間 

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場　
　

所 

館
内
多
目
的
ル
ー
ム

▽
講　
　

師 

安
冨
ゆ
か
り
さ
ん（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）、
田
中
和
子
さ
ん（
紙
芝
居
実
演
家
）、

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
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10月17日（月）から23日（日）までは
秋の行政相談週間です

行政相談週間とは？

　「行政相談週間」は、総務省の行政相談制度に

ついて皆さんの理解を得るとともに、その利用

の促進を図るため、毎年５月と10月に実施さ

れているものです。期間中は、全国で各種の行

政相談活動が集中的・重点的に展開されます。

行政相談委員とは？

　行政相談委員は、役所・ＮＴＴ・公庫・公団

などが行っている仕事についての苦情などを受

け付け、中立・公平な立場で相談者に助言した

り、関係機関に相談の内容を連絡したりするな

ど、問題解決を促進する仕事をしています。現

在、全国で5,000人を超える行政相談委員が、

暮らしと行政をつなぐパイプ役として、身近な

ところで活躍しています。

相談は行政相談委員に！

　毎日の暮らしの中で、役所の仕事に対する苦

情や意見・要望はありませんか。「役所に相談

したいが、どこの窓口に行けばよいか分からな

い」「役所に苦情を言いたいが、直接窓口に言い

たくない」「苦情を申し出たが、その措置に納得

できない」。こんなときには、行政相談委員に

ご相談ください。

東海村の行政相談委員

　東海村の行政相談委員は、川松文夫さん（石

神内宿2462-1　☎282-3756）です。自宅や定

例相談所等で常時相談を受け付けていますの

で、お気軽にご相談ください。

定例行政相談

●日　　時 ①毎月第３金曜日　午前10時～

午後３時  ②毎月第４金曜日　午前10時～

正午　※10月は28日（金）のみとなります。

●場　　所 心配ごと相談所（総合福祉セン

ター「絆
きずな

」内）

問 合 せ

茨城県行政評価事務所・行政苦情110番（相

談専用電話　☎0570-090110　電子メール110

ibaraki@soumu.go.jp）

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
回
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

村
で
は
、健
康
日
本
21
地
方
計
画「
東

海
村
す
こ
や
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

を
推
進
す
る
た
め
に
、
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
た
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」の
敷
地
内
お
よ
び
そ
の

周
辺
道
路
に
、「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

周
回
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」を
４
コ
ー
ス（
Ａ

コ
ー
ス
〜
Ｄ
コ
ー
ス
）設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は
、「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
つ
く
る
」こ
と
を
目
的
に
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
始
め
て
も
ら
お
う
と
、
い
ば
ら
き

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ー
ス
」「
芸
術
鑑
賞
コ
ー
ス
」
に
次
い

で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
車
い
す
の

方
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
Ａ
コ
ー
ス

（
０
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
体
力

づ
く
り
が
で
き
る
Ｄ
コ
ー
ス（
５
・
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
、
距
離
・
景
観
と

も
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
計
画
の
推
進
を
検
討
す
る

「
す
こ
や
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
推
進

委
員
会
」で
は
、こ
の
周
回
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
利
用
し

て
も
ら
お
う
と
、
コ
ー
ス
案
内
板
の
設

置
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
体
験
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
お
聞
き
す
る

た
め
に
、
周
回
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
Ｄ
コ
ー

ス（
５
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
体
験
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期　
　

日 

10
月
27
日（
木
）

▼
時　
　

間 

午
前
９
時
受
付
、
午
前

10
時
出
発

▼
内　
　

容 

１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ　

※
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み 

10
月
17
日（
月
）
ま
で

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問

合

せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

駅
東
大
通
り

動
燃
通
り

中央公民館

消防署

総合福祉センター
「絆

きずな

」

ＪＲ東海駅

清掃センター

Ｄコース
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募集

平成 17 年 9月１日現在
前月比

世帯数 13,058 世帯  ＋ 7
総人口 35,617 人 ＋ 24
　男 17,949 人 　＋ 14
　女 17,668 人 ＋ 10

人口と世帯数 10・10 号／お知

クアップ／ Oct.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

　日本原子力研究開発機構内に
建設中の中性子やニュートリノ
を利用した世界最先端の研究施
設「大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲ
Ｃ）」について、専門家が分かりや
すく説明します。コーヒーを片手に、気軽に語
り合ってみませんか？
■期　　日 11月19日（土）　
■時　　間 午後３時から４時30分まで
■場　　所 テクノ交流館リコッティ
■講　　師 鈴木國弘さん（日本原子力研究開
発機構勤務）
■定　　員 30人（応募者多数の場合は抽選）
■申し込み・問合せ 11月７日（月）までに（当日
消印有効）、官製はがきまたはファクシミリ、
Ｅメールにて、参加希望者の住所、氏名、年
齢、電話番号およびサイエンスカフェ応募と
明記の上、茨城県企画部地域計画課県北地域
グループ（〒310-8555　水戸市笠原町978-6　☎
301-2725　FAX301-2738　電子メールchikei2＠
pref.ibaraki.lg.jp）へ申し込みください。

第17回レディースダブルス大会参加者募集

■期　　日 11月９日（水）　※荒天順延
■時　　間 午前８時45分受付開始
■場　　所 村テニスコート
■対　　象 村内在住・在勤の女性
■参 加 費 1,500円／組　※連盟登録者のペ
アは1,000円／組
■種　　目 ①女子ダブルス　②女子ビギナー
ダブルス
■申し込み 10月26日（水）までに、村テニス
コートクラブハウス備え付けの申込書に必要
事項を記入の上、申し込みください。
■問 合 せ 越塚ゆかりさん（☎287-0924）

サイエンスカフェ参加者募集参加
費

無　
料

●対　　象 ①５歳児…平成12年４月２日から

平成13年４月１日までに生まれた幼児　②４

歳児…平成13年４月２日から平成14年４月１日

までに生まれた幼児　③３歳児…平成14年４

月２日から平成15年４月１日までに生まれた

幼児

●募集人員 ①４・５歳児…希望者全員　②

３歳児…村松幼稚園（32人）、石神・舟石川・

宿・須和間幼稚園（各16人）

●申し込み 各幼稚園と教育委員会学校教育課

の窓口に備え付けの入園願いに必要事項を記

入の上、10月17日（月）の、午後１時30分か

ら２時30分までに、幼児の住民票（抄本）を添

えて、希望する幼稚園へ申し込みください。

●問 合 せ ①村松幼稚園（☎282-2867）②石

神幼稚園（☎282-3100）③舟石川幼稚園（☎

282-2962）④宿幼稚園（☎282-3701）⑤須和間

幼稚園（☎282-4631）――の各幼稚園または教

育委員会学校教育課学校教育係（内線1413）

へお問い合わせください。

平成18年度村立幼稚園
入園児募集

　東海村の昔を学んでみませんか？　「えっ！」

と驚くような事実があるかもしれませんよ。

●活動日時 10月から平成18年３月までの第

１・３土曜日、午前10時から11時30分まで

●場　　所 中央公民館

●対　　象 村内在住・在勤の方（若干名）

●参 加 費 1,000円／月（資料代別）

●申し込み・問合せ 佐藤美智子さん（☎283-

1541）へ申し込みください。

古文書を読んで東海村の昔を知ろう
「東海村古文書を学ぶ会」会員募集
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■そ の 他　①当日は、動きやすい服装で参加
してください。②予約制保育サービスをご希
望の方は、10月17日(月)までに申し込みくだ
さい。③すでに普通救命講習修了証をお持ち
の方でも、２年が過ぎている方は、ぜひご参
加ください。その際、普通救命講習修了証を
お持ちください。

■申し込み・問合せ 10月21日（金）までに、フ
ァクシミリまたは電話にて消防署救急救助係
（FAX287-0629）へ申し込みください。

　手話通訳者の方々の手を借りながら行う、実
技を中心とした講習会です。また、電気ショッ
クが必要な心臓の状態を判断できる心臓電気
ショック機器「自動体外式除細動器（ＡＥＤ）」の
取り扱いも行います。
■日　　時 10月23日（日）　午前９時～正午
■場　　所　消防庁舎
■対　　象 聴覚障がい者（先着20人）
■内　　容 心肺蘇

そ

生
せい

法・ＡＥＤ取り扱い・止
血法など、実技を主体に行います。

参加
費

無　
料 手話通訳付普通救命講習会参加者募集

Looking for foreign speakers in Japanese!
　Tokai-mura International Association (TIA) is 
looking for people of foreign nationalities who 
would like to express their feeling and thought 
by giving a short speech in Japanese during 
Tokai-mura Cultural Festival.  
■DATE AND TIME 14：00～16：00　November 
５, 2005 (Saturday)
■PLACE Central community center
■ELIGIBILITY FOR APPLICATION F o r e i g n  
nationals whose first language is other than 
Japanese
■SUBJECT Free(must be presented in Japanese) 
※Example…What I feel about Japan ／ About 
my country ／ What I want to say about XXXXX
■DURATION OF A SPEECH shorter than 5 
minutes
■APPLICATION AND QUESTION  Please directly 
submit, fax, or e-mail the following information 
to the Bureau of TIA (Village Promotions 
Section,Planning and Financial Department, 
PHONE 287-0856 FAX 287-0317 E-mail jitisuisin@
vill.tokai.ibaraki.jp) either in Japanese or English 
by October 14 (Friday).1)Your name 2)Your 
address 3)Contact information(phone no., cell 
phone no., e-mail address, or fax no.) 4)Country 
you were born 5)Country you were brought up. 
Please be noted that selection will be made 
when there are a large number of applications.  
We hope to hear your frank and honest voice!

外国人の皆さん、日本語で主張してみませんか？
　東海村国際交流協会では、東海村文化祭活動
の一環として外国人に日本語で主張してもらう
場を設けます。参加して意見や考えを述べてく
れる「われこそは！」という外国人を募集します。
■日　　時 11月５日（土）　午後２時～４時
■場　　所 中央公民館
■対　　象 日本語以外の言語を母語とする外
国の方
■テ ー マ 自由（日本語での発表のみ）　※例
…日本に来て感じたこと／私の国の紹介／私
の主張など（５分以内）
■申し込み・問合せ 10月14日（金）までに、①
住所②氏名③連絡先④生まれた国⑤育った国
⑥スピーチのタイトルと概要――を日本語ま
たは英語で記入の上、東海村国際交流協会事
務局（企画総務部自治推進課内　内線1343　
FAX287-0317　電子メールjitisuisin@vill.tokai.
　ibaraki.jp）へ直接お持ちになるか、ファクシミ
リまたは電子メールで申し込みください。な
お、申し込み者多数の場合は抽選となります。

　地域と心の病気を持っている方をつなぐ架け橋
になっていただけることを期待して開催します。
■期　　日 10月27日（木）・28日（金）　※全２回
■時　　間 午前９時30分～午後４時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住・在勤の方（先着20人）
■申し込み・問合せ 10月17日（月）までに、社
会福祉協議会へ申し込みください。

参加
費

無　
料

　手引きボランティアサークルでは、視覚障が
い者との交流を深めるためのハイキングを行い
ます。ぜひ、ご参加ください。
■期　　日 10月22日（土）
■時　　間 午前９時30分～午後２時30分※
集合時間／午前９時20分　集合場所／総合
福祉センター「絆

きずな

」
■場　　所 国営ひたち海浜公園（ひたちなか
市馬渡）※雨天時は総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の視覚障がい者、または、
当日ボランティア活動をしていただける小学
４年生以上の村内在住の方（先着20人）※初
心者可
■申し込み・問合せ 10月17日(月)までに、ボ
ランティアセンター（☎283ｰ4538）へ申し込
みください。

参加
費

500
円／
人

精神保健福祉ボランティア養成講座受講生募集

手引きボランティアサークルふれあいハイキング参加者募集
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

エトセトラ

　東海村写真連盟では、2005東海村文化祭「写
真部門」への展示作品を募集します。奮ってご
応募ください。なお、展示作品は選考となります。
■展 示 日 11月４日（金）～６日（日）
■展示場所 総合体育館
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方、また
は東海村写真連盟に所属している方（１人３
点以内）
■テ ー マ 自由（既発表作品でも可。ただし
他の公募展等での入賞・入選作品は不可）
■形　　態 サイズは半切以上で単写真、装丁
済のもの※製丁後のサイズは90㎝×90㎝以内
■審 査 員 萩谷靖さん
■申し込み 10月23日（日）の午前10時30分か
ら正午までに、各コミュニティセンター、中
央公民館等に備え付けの応募用紙に必要事項
を記入の上、作品とともにテクノ交流館リコ
ッティに直接お持ちください。　
■問 合 せ 根本哲成さん（東海村写真連盟事
務局　☎283-1123）

文化祭「写真部門」展示作品募集

地域特定推薦入学（茨城キリスト教大学看護学部看護学科）について
■試 験 日 11月12日（土）
■時　　間 午前９時15分　
■場　　所 茨城キリスト教大学
■対　　象 ①2006年３月に高等学校を卒業
見込みの方で茨城キリスト教大学を第１志望
とし、合格した場合必ず入学②出願期間最終
日の１年前から村内在住の高校生（または同
様の期間、保護者が村に住所を有している※
居住地等の記載証明書を提出）、なおかつ、
村長および出身高等学校長が責任を持って推
薦できる③全体の評定平均値が4.0以上④看
護学に深い関心を持ち、本学卒業後、地域の
保健・医療・福祉の向上に貢献する――を満
たす方（３人）

■試験内容 小論文、個人面接 
■村長推薦出願期間 10月24日（月）から11月１
日（火）までに、在学高等学校備え付けの申込
書に必要事項を記入し、必要書類をそろえた
上で、保健センターに申し込みください。

■申し込み・問合せ 10月27日（木）から11月７日
（月）までに、村長推薦書とその他必要書類をそ
ろえた上で茨城キリスト教大学（☎0294-54-3212
ホームページhttp://www.icc.ac.jp　電子メール
nyushi＠icc.ac.jp）へ申し込みください。

　東海文化センターにあるグラン
ドピアノを、個人レッスンに使用
してみませんか？
■使用可能日 10月18日（火）・19
日（水）、11月10日（木）・16日（水）・17日（木）・25日
（金）、12月６日（火）・９日（金） ・23日（金）
■時　　間 ①祝日…午前10時～午後５時　
②平日…要問合せ　
■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■使 用 料 無料（１人１回１時間、１期間２
回まで）
■申し込み・問合せ 10月15日（土）から、（財）
東海村文化・スポーツ振興財団（東海文化セ
ンター内）窓口（午前９時から）と電話（午後１
時から）で受け付けます。

グランドピアノを弾いてみませんか？

「ひたち海浜公園オータムフェスティバル」開催
■期　　日 10月23日（日）※荒天中止
■時　　間 午前９時30分～午後５時
■場　　所 国営ひたち海浜公園（ひたちなか
市馬渡）および周辺地区
■内　　容 あんこう吊り切り実演、常陸那珂
港などの地区見学など
■入 園 料 無料※駐車料は有料
■問 合 せ 公園管理センター（☎265-9001）
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●期　　日 10月27日（木）　

●時　　間 午前10時

●場　　所 役場行政棟２階202会議室

●公 売 地 

駅西土地区画整理事業地内

駅東土地区画整理事業地内

駅西第二土地区画整理事業地内

中央土地区画整理事業地内

●対　　象 駅西・駅東・中央土地区画整理

事業地内　①村内に土地または建物を有する

方②村内に住所を有する方のうち１世帯につ

き１人、ただし、抽選参加者がいなかった場

合は、村外の方も参加可（共有可）　③既契約

者以外の方　駅西第二土地区画整理事業地内

（２街区符号10-１、２）　過去に保留地を購入

した方以外（先着順）

●申し込み・問合せ 10月12日（水）か ら21日

（金）までの（土・日曜日を除く）午前８時30

分から午後５時15分までに、建設水道部区

画整理課備え付けの申込書に必要事項を記入

の上、①本籍地発行の身分証明書②申し込み

者本人の住民票の写し③前年度の納税証明書

④その他（事業地区ごとの必要書類）――を持

参の上、建設水道部区画整理課管理係（内線

1211）へ申し込みください。

　村では、使用済みの農ビ（農業用塩化ビニー
ル）および農ポリ（農業用ポリエチレン）の回収
を行います。なお、回収日当日の受け付けはで
きませんので、ご注意ください。
■日　　時 10月18日（火）　午前９時～ 11時
■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 登録料1,000円／年、処理費
■申し込み・問合せ　10月13日（木）までに、経
済環境部経済課地域農政係（内線1435）へお申
し込みください。

農ビ・農ポリを有料で回収します

　県では、常陸
那珂港港湾用地
の一部（右図参
照）を臨港地区
に追加指定を予
定していること
に伴い、都市計画案に関する説明会を開催します。
■日　　時 10月24日（月）　午後２時から
■場　　所　村松コミュニティセンター
■内　　容 水戸・勝田都市計画①臨港地区②
区域区分（市街化区域および市街化調整区域）
③用途地域――の変更について 
■問 合 せ 茨城県港湾課（☎301-4521）、建設
水道部都市計画課都市整備係（内線1232）

診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
10日(月) 茨城東病院 282-1151
16日(日) 東海病院 282-2188
23日(日) 東海クリニック 283-1711
30日(日) 石井整形外科クリニック 270-5141

10 月の休日診療日程

　村では、①結核・肺がん検診②成人病検診（血
圧・血液・尿・心電図・眼底検査）③前立腺検
診④ウイルス肝炎検査⑤大腸がん検診――を行
う｢住民検診｣を実施します。
■日 程 等

■受付時間 ①午前９時30分～ 11時　②午後
１時30分～３時
■申し込み・問合せ １月の健康診査家族調査
票で申し込みをしていない方や最近転入して
きた方のうち、住民検診を希望する方は、10
月14日（金）までに、保健センターへ電話で申
し込みください。

期　日 場　所 期　日 場　所
10月19日
（水）

①白方コミュニティセンター 10月26日
（水）

①舟石川コミュニティセンター
②亀下集会所 ②舟石川コミュニティセンター

10月20日
（木）

①真崎コミュニティセンター 10月27日
（木）

①石神コミュニティセンター
②豊岡集落センター ②外宿２区集会所

10月21日
（金）

①保健センター 10月28日
（金）

①村松コミュニティセンター
②保健センター ②南台集会所

10月24日
（月）

①中丸コミュニティセンター 10月29日
（土）

①保健センター
②船場集会所 ②保健センター

10月25日
（火）

①保健センター
②保健センター

費
用

無
料
住民検診を実施します

都市計画案に関する説明会について
常陸那珂港

変更個所

常陸那珂火
力発電所

国営ひたち海浜公園

ひ
た
ち
な
か
市

東
海
村

街区符号 面積 価格
77街区符号14 227㎡ 13,869,700円（61,100円／㎡）

※今月の「休日診療日程」は、９月25日号に掲載
した日程と一部変更していますので、ご注意く
ださい。

街区符号 面積 価格
７街区符号６ 317㎡ 19,146,800円（60,400円／㎡）

街区符号 面積 価格
29街区符号９ 208㎡ 14,123,200円（67,900円／㎡）

街区符号 面積 価格
28街区符号３ 253㎡ 15,180,000円（60,000円／㎡）
31街区符号21 260㎡ 15,600,000円（60,000円／㎡）
２街区符号10-１ 255㎡ 16,677,000円（65,400円／㎡）
２街区符号10-２ 329㎡ 25,958,100円（78,900円／㎡）

区画整理地内の保留地を
抽選により公売します
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住民参加ミュージカルin東海村　公演「フレンド・シップ～潮風の招待状～」

茨城町●2005いばらきまつり
◆期　　日 11月５日（土）　
◆時　　間 午前９時30分～午後４時
◆場　　所 茨城町総合福祉センター「ゆうゆ
う館」前駐車場

◆内　　容 特設屋外ステージにおける各種イ
ベント（キャラクターショー、ものまねショ
ー、ビンゴゲーム大会）、特産品から生活雑
貨までそろった売店コーナー、抽選会ほか

◆問 合 せ 2005いばらきまつり実行委員会事
務局（茨城町商工観光課内　☎292-1111）

常陸太田市●第18回さとみかかし祭り出展作品大募集
◆期　　日 11月５日（土）～ 12月４日（日）
◆場　　所 里美ふれあい館イベント広場
◆募集作品　手作りの「かかし」
◆作品規格 高さ１m以上
◆作品搬入 11月２日（水）から３日（木）の午
前９時から午後５時までに所定の場所に設置
すること

◆申し込み・問合せ 11月１日(火)までに、所
定の応募用紙に必要事項を記入の上、里
美観光協会（常陸太田市里美支所産業課☎
0294-82-2111）へ申し込みください。

北茨城市●雨情の里港まつり
◆期　　日 11月６日（日）　
◆時　　間 午前９時～午後３時
◆場　　所 北茨城市大津漁港
◆内　　容 あんこう鍋無料試食や魚のつかみ
取り、よさこいソーラン節、キャラクターシ
ョー、漁業体験、クルーザ遊覧、歌謡ショー
ほか

◆問 合 せ 北茨城市商工会（☎0293-42-2511）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド
高萩市●第26回高萩市産業祭
◆期　　日 11月19日（土）・20日（日）　
◆時　　間 午前９時～午後３時
◆場　　所 市民体育館（高萩市高萩17-4）、中
央公民館（高萩市高萩17-3）およびその周辺
◆内　　容 農林・畜産物や商工業品、工芸品、
食料品などの展示即売、常陸牛コーナーなど
◆問 合 せ 高萩市商工観光課（☎0293-23-7316）

大洗町●大洗あんこう祭の開催について
◆期　　日 11月27日（日）　
◆時　　間 午前９時30分～午後３時
◆場　　所 曲松および永町商店街
◆内　　容 ①特設ステージにおける郷土芸
能、あんこう吊し切り、大道芸など　②あん
こう鍋約4,000食無料配布　③商店街での特
別セール　④各種特産品の販売　⑤遊具コー
ナー
◆問 合 せ 大洗町商工観光課（☎267-5111）

ひたちなか市●第54回勝田全国マラソン大会参加者募集
◆期　　日 平成18年１月29日（日）　※雨天決行
◆対　　象 高校生以上の日本陸連登録者およ
び一般アマチュア競技者
◆参 加 費 一般（フルマラソン）…3,500円　
一般（10キロメートル）…3,000円　高校生…
2,500円
◆参 加 賞 大会オリジナルＴシャツ、完走（乾
燥）いも、完走証は当日のみ発行
◆そ の 他 マラソンの部男女上位入賞者（若
干名）をボストンマラソンに派遣
◆申し込み・問合せ 11月30日（水）（当日消印
有効）までに、所定の申し込み用紙に必要事
項を記入の上、勝田全国マラソン大会事務局
（〒312-0016　ひたちなか市松戸町2-6-1　ひ
たちなか市松戸体育館内　☎275-7752　ホー
ムページhttp://www.runtes.jp）へ申し込みくだ
さい。なお、参加費は郵便振込みまたは大会
事務局に直接ご持参ください。

　村独自の事業「友情の船」を題材としたミュー
ジカルを劇団とみかるが上演します。
■期　　日 12月18日（日）
■時　　間 ①午前11時　②午後３時
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 全席指定　一般2,000円、中・高
生1,500円　小学生以下1,000円

■そ の 他 託児サービス(1,000円／人)を希望
の方は、12月11日(日)までに申し込みください。

■申し込み 10月22日
（土）の午前９時から、
東海文化センター窓
口で前売券を発売い
たします。なお、残
券がある場合のみ、午後１時から電話予約を受
け付けます。また、団体(30人以上)については
10月15日（土）から20日（木）まで受け付けます。
■問 合 せ 東海文化センター 
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　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-55

夢は…。“学校の先生”

白方小学校６年●大
おお

貫
ぬき

夏
なつ

未
み

　私の将来の夢は、学校の先生になることです。その

きっかけは、小学生になって最初の担任の先生との出

会いでした。その先生は、いつもにこにこしていて、

とても親しみやすい先生でした。また、普段は優しい

のですが、時には厳しく私たちを指導してくれる先生

が印象的だったからです。

　そのころのクラスは、先生や友達がとても明るく元

気だったので、いつでも楽しいクラスでした。また、

中学年や高学年の児童たちにも気軽に声を掛け、話を

している先生に、私はだんだんあこがれるようになり

ました。

　私は、先生に出会っていろいろなことを学びました。

これからもいろいろな先生を手本とし、将来、学校の

先生になって“ステキなクラス”をつくっていきたいと

思います。
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●石 神
幼稚園 くん桑

くわ

原
ばら

浩
ひろ

輝
き

綱引き

　石神小学校・幼稚園の運動会で、

小学生が一生懸命綱引きをしている

様子を描いてくれた浩輝くん（６歳）。

　「格好良かった！　ぼくも小学生に

なったら、“綱引き”を頑張るんだ」と

元気に話してくれました。

と
、
自
分
を
責
め
る
ば
か
り
で
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
、
海

成
が
２
回
、
優
寧
は
５
回
の
入
院―

―

。

　

ま
た
、
私
は
海
成
を
出
産
す
る
前
か

ら
今
年
７
月
半
ば
ま
で
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
体
の
調
子
を

崩
す
た
び
に
、
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
遅

刻
・
早
退
し
た
り
、
育
児
と
仕
事
の
両

立
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

職
場
の
仲
間
は
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
、

逆
に
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
で

も
、
一
番
の
協
力
者
は
、
近
く
に
住
む

そ
れ
ぞ
れ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
。

２
人
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
姉
妹
ゲ
ン

カ
が
絶
え
ず
、
私
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

る
一
方
に
…
。
そ
ん
な
と
き
、
パ
パ
が

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
て
、
網
の
外
か
ら
は
子
ど
も

た
ち
の「
お
母
さ
ん
ガ
ン
バ
レ
ー
！
」と

の
声
援
に
元
気
が
戻
り
ま
す
。
で
も
一

番
の
息
抜
き
は
、
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん

た
ち
と
、
ま
た
、
以
前
働
い
て
い
た
職

場
の
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
思
い
切
り
笑
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ご
ろ
は
２
人
と
も
随
分
丈
夫
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、海
成
と
優
寧
、

人
の
気
持
ち
が
分
か
る
優
し
い
子
に
育

ち
ま
す
よ
う
に
…
。

　

長
女
・
海う

成な

（
５
歳
）
は
幼
稚
園
の

〝
年
中
さ
ん
〞。
た
だ
今
微
妙
な
年
ご
ろ

で
、
反
抗
期
真
っ
た
だ
中
。
次
女
・
優ゆ

寧ね

（
３
歳
）は
お
話
も
だ
ん
だ
ん
上
手
に

な
っ
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
ま
ね
を
し
て

み
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
に
戻
っ
て
み
た
り

と
、
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
反
面
、

な
か
な
か
の
頑
固
者
。
わ
が
家
は
、
こ

の
２
人
の
娘
を
中
心
に
、
毎
日
笑
っ
た

り
怒
っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
す
。

　

海
成
も
優
寧
も
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子

と
比
べ
る
と
、
体
も
大
き
く
た
く
ま
し

く
見
え
ま
す
が
、
２
人
合
わ
せ
て
今
ま

で
に
８
回
も
入
院
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
風
邪
を
ひ
く
と
、
す
ぐ
肺
炎
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
初
め
て
の
入
院

は
、
海
成
が
１
歳
２
か
月
の
と
き
で
す
。

病
院
の
先
生
に「
入
院
」と
言
わ
れ
た
瞬

間
の
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
小
さ
く
プ
ク
プ
ク
し
た

子
ど
も
の
手
の
甲
に
点
滴
の
針
を
刺
す

こ
と
は
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
で
も
難
し

い
そ
う
で
す
。
１
回
で
血
管
に
入
ら
ず
、

何
度
も
指
し
た
り
抜
い
た
り
…
。
私
は
、

海
成
の
上
に
ま
た
が
り
、
押
さ
え
付
け

る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
痛
み
と
恐

怖
で
大
泣
き
し
て
い
る
海
成
を
見
て
、

「
私
が
代
わ
れ
る
も
の
な
ら
」「
こ
ん
な
こ

と
に
な
る
前
に
何
と
か
な
っ
た
の
で
は
」


